
 
（お知らせ） 

 

新潟県中越沖地震の発生を踏まえた福島第一原子力発電所および 

福島第二原子力発電所における地質・地盤調査の実施について（その２） 

 

平成 19 年 11 月 27 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

福島第一原子力発電所 

福島第二原子力発電所 

 

当社は、平成 19 年７月 16 日の新潟県中越沖地震の発生を踏まえ、福島第

一原子力発電所および福島第二原子力発電所において、これまでの地質調

査をさらに補完し知見を拡充するため、発電所周辺の海域および陸域にお

ける地質調査を実施することとし、11 月５日より、発電所の敷地内のボー

リング調査や敷地周辺陸域での地表地質調査を実施しております。 

         （ 平成 19 年８月 17 日 、 11 月５日 お知らせ済み） 
  

 このたび、福島第一原子力発電所および福島第二原子力発電所の周辺海

域での海上音波探査、周辺陸域での地下探査等についても、調査計画がま

とまりましたのでお知らせいたします。 

本調査では、発電所周辺の海域と陸域の地下構造を調べ、耐震安全性の

評価に反映することを目的として、海上音波探査、および起震車による地

下探査ならびに双葉断層の南側におけるボーリング調査を実施いたしま

す。  
現在の調査計画は以下の通りです。

・海上音波探査 ：平成 19 年 12 月３日開始、平成 20 年３月終了予定  
・地下探査   ：平成 20 年１月７日開始、３月終了予定  
・ボーリング調査：平成 20 年１月上旬開始、３月終了予定

 
なお、福島第一 原子力発電所および福島 第二原子力発電所における 地

質・地盤調査の計画については、本日開催された福島県原子力発電所安全

確保技術連絡会に報告しております。 

以 上  
 
（別紙）  

○新潟県中越沖地震の発生を踏まえた福島第一、第二原子力発電所における

地質・地盤調査の実施について（その２）  

http://www.tepco.co.jp/cc/press/07081702-j.html
http://www.tepco.co.jp/nu/f1-np/press_f1/2007/pdfdata/bi7b02-j.pdf


平成 19 年 11 月 27 日

東 京 電 力 株 式 会 社

福島第一原子力発電所

福島第二原子力発電所

新潟県中越沖地震の発生を踏まえた福島第一、第二原子力発電所における地質・地盤調査の実施について（その２） 

平成 19 年７月 16 日の新潟県中越沖地震の発生を踏まえ、これまでの地質調査をさらに補完し知見を拡充するため、現在、福島第一、第二原子力発電所敷地内においてボーリング調査等を、周辺陸域において地表地

質調査を実施しています。このたび詳細調査計画が未定となっていました周辺海域の海上音波探査、周辺陸域の地下探査等の調査計画が以下のとおりまとまったことから、今後、計画的に実施してまいります。 

 
１．調査内容 
（１）周辺海域 

○ 発電所周辺海域において、海底下の地下構造を把握するため、海上音波探査を実施する。 
（２）周辺陸域 

○ 双葉断層のうち当社が活動性を評価している区間およびその北方において、双葉断層の地下構造

を把握するために、深部の地下探査を実施する。【測線１～３】 

○ 発電所周辺における地層（約 300 万年前に堆積）がほぼ水平に連続して分布していることを確認

するため、深部の地下探査を実施する。【測線４、５】 

○ 双葉断層のうち当社が活動性を評価している区間の南方において、双葉断層を覆っている地層に

断層による変位が及んでいないことを確認するため、浅部の地下探査およびボーリング調査を実

施する。【馬場地点，上手岡地点】 
 
２．調査方法 
（１）海上音波探査 

調査船から海中に音波を発振し、海底下の地層からの反射波を 
とらえ、解析を行うことで、海底下の地下構造を調査する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）ボーリング調査 
地盤を構成する土や岩石などを棒状のコアとして連続的に採取し、これを観察して地質の状況を

調査する。これを複数箇所で実施することにより、地層の分布状況（連続分布など）を確認する。 

 
３．調査予定位置・予定時期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．調査期間および調査数量(予定) 

平成 19 年 平成 20 年 
実 施 項 目 調 査 数 量 

12 月 １月 ２月 ３月 

海上音波探査 測線 17 測線 
延長 約 520 ㎞ 

    

地下探査 (深部) ５測線：延長約 41 ㎞ 

(浅部) ２測線：延長約 0.4 ㎞ 
    

ボーリング調査 
６本程度 
深さ 約 30m／本 

    

※調査スケジュールについては、関係機関との協議の結果等により、変更となる可能性がある。 

準備作業 

 （２）地下探査 
起震車を用いて地下に振動を与え、地層からの反射波をとらえ 

解析を行うことで、地下構造を調査する。なお、探査する深さお 
よび道路状況に応じて、起震車としてバイブレーター、インパク 
ター、板たたき装置を使い分ける。 

起震車Ａ（バイブレーター） 
(探査深度 2 ㎞程度) 

起震車Ｂ（インパクター） 
(探査深度 500m 程度) 

起震車Ｃ（板たたき装置） 
(探査深度 30m 程度) 

主な使用機材（深部探査） 

全幅：2.4m 全長：8.2m 
全高：3.3m 重量：17.7t 

全幅：1.9m 全長：4.8m 
全高：2.8m 重量：6.5t 

全幅：1.5m 全長：3.5m  
全高：2.4m 重量：2.0t 

主な使用機材（浅部探査）

約 3 ヶ月 

約 4 ヶ月 

約 3 ヶ月 

凡  例 
海上音波探査測線 

地下探査（深部探査）測線 

地下探査（浅部探査）測線およびボーリング調査位置

地下探査（浅部探査）測線 

Ｎ 
当社が活動性を評価している 
双葉断層（約 18 ㎞） 

[道路の幅員が狭い場所で使用] 

測線１（約 6.5km） 
平成 20 年２月下旬～

測線２（約 6.5km） 
平成 20 年２月中旬～

測線３（約 7.5km） 

福島第一原子力発電所 

福島第二原子力発電所 

平成 20 年２月上旬～

測線４（約 11.0km） 
平成 20 年１月中旬～

測線５（約 9.0km） 
平成 20 年１月７日～

馬場地点（約 0.1km）
平成 20 年３月頃～ 

上手岡地点（約 0.3km）
平成 20 年１月上旬～

12/3～ 

1/7～ 

1/上旬～ 

平成 19 年 12 月 3 日～ 

以 上

約 35km 

約

90 

km 

約30km
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